
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エネルギー 

Ｋｃａｌ 

たんぱく質 

ｇ 

脂肪 

％ 

カルシウム 

ｍｇ 

鉄 

ｍｇ 

ビタミン 食物繊維 

ｇ Aμｇ Ｂ１ｍｇ Ｂ２ｍｇ Ｃｍｇ 

北町小平均 614 24.2 30.0 358 2.5 258 0.35 0.52 30 4.8 

学校給食摂取基準 640 18～32  350 3.0 170 0.40 0.40 20 5.0 

１１月 児童１日１回当たり平均摂取栄養量（中学年３・４年生） 

平成２７年度 北町小学校 

校長   石井 友行 

栄養士  山本 わかな 

秋はお米をはじめ、野菜や果物、魚など、私たち日本人の食卓に欠かせない多くの食べ物が

旬を迎えます。旬とは、その食べ物がたくさんとれる上に、１年のうちで最もおいしく栄養価も高

くなる時期のことです。現在は、海外からの輸入や栽培技術の進歩などにより、いろいろな食べ

物を１年中手に入れることができますが、この季節ならではのおいしさを味わってみてはいかが

でしょうか。 ＊学校給食用牛乳（１１月分）の生乳予定産地のお知らせです。 

生乳予定産地：千葉、群馬、岩手、青森、宮城、秋田、北海道 

練馬はキャベツの生産量が都内ナンバー１で、練馬区の農地の４割がキャベツ畑です。１１月１９

日（木）は練馬区で生産されたキャベツを区内の小・中学校の給食で一斉に使用する「練馬産キ

ャベツの日」です。今年で９回目になります。地元で収穫された野菜を子供たちが食べることは、

食料の生産や流通などにかかわる人の努力を身近に感じ、また、地域の自然や食文化、産業など

の理解を深め、生産者の方への感謝の気持ちを育てることにつながります。ぜひご家庭でも地場産

物を活用し、話題にしてみてください。北町小学校ではホイコーローを作ります。 

 私たちが普段何気なく食べてい

る肉や魚、お米、野菜などは、もと

は生きていたものです。それらの

命をいただいて、私たちは自分の

命を養っています。また、食事が

出来上がるまでには、食材を育て

たり、とったり、運んだり、調理した

りと、たくさんの人が関わっていま

す。食事の際は、感謝の気持ちを

込めて「いただきます」「ごちそうさ

ま」のあいさつをしましょう。 

２５％～３０％ 

摂取エネルギー全体の 

日本には、正月などの年中行事や、誕生や成人などの記念日に食べ

る特別な料理があります。これを「行事食」といい、それぞれ健康や長寿

などの願いが込められています。 

一般社団法人和食文化国民会議では、「日本人の伝統的な 

食文化について見直し、和食文化の保護・継承の大切さについ 

て考える日」として、１１月２４日を“いい日本食”の語呂合わせ 

から「和食の日」と制定しています。 

11月２３日は勤労感謝の日です。この日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう」

日とされています。  


